
第 205 回 東葛しぜん観察会 

みんな集まれ！ 江戸川土手で虫・コウモリ・星さがし 

林 眞司（取手市) 

日 時：2025 年 8 月 30 日（土）16 時 30 分～19 時 30 分 

場 所：江戸川土手（松戸市） 

参加者：26 名（内 子ども 12 名）、指導員：13 名、担当指導員：林眞・鈴木と・宮崎 

今回の観察会は、松戸市の江戸川土手（常夜灯近く）の斜面で「虫捕りと虫観察」「コウモ

リ探し」「一番星探しと月の観察」を行いました。気温 35℃を超える猛暑の中、参加者は松

戸駅西口ペデストリアンデッキに集まり、3班に分けて、班ごとに挨拶を交わした後、江戸

川土手へ向かいました。道中は子どもたちと話をしながら進み、土手に着く頃には日差し

も和らぎ、風も出てきて活動しやすい気温になってきました。 

土手の下の広場で活動の流れを説明したあと、捕虫網と A6 サイズのフリーザーバッグ（ジ

ッパー付きポリ袋）を手に草むらへ入りました。このポリ袋は「虫が動き回らず観察しやす

い」「虫が苦手な子どもでも安心して観察できる」と好評でした。虫捕りタイムでは子ども

たちが夢中になって虫を捕まえ、大人も童心にかえって参加しました。トンボを捕まえる

のは難しかったものの、エンマコオロギのオスとメス、カナヘビを捕まえる子も現れまし

た。時間はあっという間に過ぎ、その後は捕まえた虫を集めて子どもたちを中心に宮崎さ

んの進行で虫たちの観察会を行い、スケッチブックを使って虫の顔を比較する紙芝居形式

のクイズや説明を行いました。最後に自然へ放しました。日が陰ってきた頃に軽食タイム

を取り、各家族が思い思いに食事を楽しみました。 

軽食後は「コウモリクイズ」で知識を深めながら、コウモリの登場を待ちました。子ど

もたちはバットデテクター（コウモリ探知機）に興味津々。「コウモリの声を聞くのが参加

理由」という参加者もいるほどでした。やがてアブラコウモリが川面に姿を現し、暗くな

るにつれて数が増え、頭上をかすめるように飛ぶ姿に会場は大いに盛り上がりました。 

その後は空を見上げ、一番星さがし。うしかい座のアルクトゥルスが雲の合間に姿を見せ、

最初は見える人と見えない人に分かれましたが、薄明が終わる頃には全員が確認できました。 

虫の音を楽しむ時間では、一つひとつ聞き分けるのではなく、携帯から流した「コオロギ」

の鳴き声をみんなで聞き、特徴を覚えてもらいました。 

最後に土手の上へ移動し、天体望遠鏡で上弦の月を観察しました。低倍率で月全体を見

た後、高倍率でクレーターを観察すると、参加者から満足そうな表情が見られました。 

班ごとに感想を共有し、忘れ物を確認したのち、流れ解散となりました。 

今回の観察会では、虫・コウモリ・星・月と、夏の夕方から夜にかけての自然を幅広く

体験することができ、子どもから大人まで大いに楽しめる会となりました。 

 

土手の草原で虫捕りに興じる    捕った虫の特徴や楽しいお話し   軽食タイムの後はコウモリクイズなど 


